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法の比較検討. 第 3 回耳鼻咽喉科情報処理研究会，
987， 3 ， 大阪.

13) 武 田 精 一 : マ イ コ ン に よ る 音刺激制御. 第 3
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回 耳鼻咽喉科情報処理研究会， 1 987， 3 ， 大阪.
14) 水越鉄理 : 耳鼻咽喉科診療 の 現状 と 今後 の 問

題点 - 特 に 聴覚 ・ 平衡覚領域 を 中 心 に 一 第 6 回
東西三河耳鼻咽喉科医会合同研修会， 1987， 4 ，  

豊橋.

15) 大橋直樹， 上 田 晋介， 五 十 嵐 良和 ， 水越鉄理
: 当 科 に お け る 下咽喉頭癌 の 治療. 第 8 回 日 耳鼻

富 山 県地方部会， 1987， 4 ， 富 山 .
16) 吉 田 行夫， 伊東宗 治， 五 十 嵐 良 和 ， 渡辺行雄

: 急性中耳炎に伴な う 内耳炎の 1 例 . 第 8 回 目 耳
鼻富山 県地方部会， 1987， 4 ， 富 山 .

17) 中 川 肇， 水越鉄理， 大橋直樹 : 喉頭異常感
症の心理， 性格検査 と マ イ ナ ー ト ラ ン キ ラ イ ザー
の効果. 第 8 回 日 耳鼻富 山 県地方部会， 1987， 4 ， 
富 山 .

18) 大井秀哉， 大橋直樹， 渡辺行雄， 水越鉄理 :
Sialo-CT の 試 み (耳 下 腺腫蕩 に つ い て) . 第 8 回
日 耳鼻富 山 県地方部会， 1987， 4 ， 富 山 .

19) 大村明彦， 安田健二， 伊東宗治， 五十嵐良和，
渡辺行雄， 大橋直樹， 小林英人， 将積 日 出夫， 水
越鉄理 : 頭頚部外傷性め ま い の現状 と 問題点. 第
8 回 日 耳鼻富 山 県地方部会， 1987， 4 ， 富 山 .

20) 伊東宗治， 将積 日 出 夫， 小林英人， 水越鉄理
: メ ニ エ ー ル病 に 対す る フ ロ セ ミ ド試験の試み.

第 8 回 日 耳鼻富 山 県地方部会， 1 987， 4 ， 富 山 .
2 1 )  安 田 健二， 小林英 人 ， 水越鉄理 : 特異 な経過

を 示 し た Polychondritis の 1 例 . 第 8 回 日 耳鼻富
山県地方部会， 1987， 4 ， 富 山 .

22) 五十嵐良和 ， 上 田 晋介， 長崎孝敏， 麻生 伸 ，
吉 田 行夫 : キ シ ロ カ イ ン 静注 に よ る 耳鳴治療 一 長

期使用例 の検討. 第 8 回 目 耳鼻富山 県地方部会，
1987， 4 ， 富 山 .

23) 大橋直樹， 渡辺行雄， 水越鉄理 : Smooth pur­
suit と fixation suppression と の 関 係. 第88 回 日
耳鼻総会， 1987， 5 ， 東京.

24) 麻生 伸 ， 上 田 晋介， 長崎孝敏， 伊東宗治，
安 田健二， 五十嵐良和， 水越鉄理 : 変動す る 感音
難聴の聴覚 ・ 平衡機能 に つ い て . 第88回 日 耳鼻総
会， 1987， 5 ， 東京.

25) 中川 肇， 大橋直樹， 浅井正嗣， 安 田 健二，
渡 辺 行 雄， 水 越 鉄 理 : 視 運 動 性 眼 振 に 与 え る
instruction ， 音， 振動， 言語刺 激の影響 につ い て .
第88 回 日 耳鼻総会， 1987， 5 ， 東京.

26)  将積 日 出夫， 水越鉄理， 渡辺行雄， 長崎孝敏，
伊東宗治， 安田健二， 五十 嵐 良和 : メ ニ エ ー ル病
の発症背景 因 子 に 関 す る 疫学的調査研究 一 地理的
社会因子の意味づけ を 中 心 と し て . 第88回 日 耳鼻

総会， 1987， 5 ， 東京.

27) 小林英人， 麻生 伸， 吉 田 行夫， 浅井正嗣，
渡辺行雄， 水越鉄理 : 髄液所見か ら み た急性末梢
性顔面神 経麻樺 ・ 第 10 回 日 本顔面神経研究会，
1987， 6 ， 東京.

28) 麻生 伸 ， 浅井正嗣， 今村純一， 伊東宗治，
安 田 健 二， 五 十 嵐 良和 ， 渡辺行雄， 水越鉄理 :
Blink Test の予後診断的価値 に つ い て (第 2 報) . 

第10回 日 本顔面神経研究会， 1987， 6 ， 東京.
29) 長 崎孝敏， 大井秀哉， 吉 田 行 夫， 麻生 伸，

水越鉄理 : ABR 無 反 応 の 幼児 難聴例 の 経過 に つ
い て . 日 耳鼻北陸地方部会連合会第246 回例会，

1987， 6 ， 金沢.
30) 伊東宗治， 将積 日 出 夫， 小林英人， 水越鉄理，

末梢性前庭機能異常例 に対す る 視運動性前庭動眼
反射検査の 臨床的意義 ( メ ニ エ ー ル病 を 中心に) 日

耳鼻北陸地方部会連合会第246回例会， 1987， 6 ， 
金沢.

31) 水越鉄理 : 耳鼻咽喉科か ら 見 た 小児疾患. 富
山 県小児科懇話会， 1987， 6 ， 砺波.

32) 五十嵐良和 ， 麻生 伸 ， 上 田 晋介， 吉 田行夫，
大井秀哉， 長崎孝敏， 水越鉄理 : 耳鳴 に 対す る キ
シ ロ カ イ ン 静注の効果 に つ い て . 第 7 回 日 本 オ ー

ジ オ ロ ジ ー 学会耳鳴研究会， 1987， 7 ， 東京.
33) 麻生 伸 : r耳鳴」 ー メ ニ エ ー ル病 と 耳鳴 一 .

第35 回 日 耳鼻中部地方連合会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987，
7 ， 福井.

34) 将積 日 出夫， 大橋直樹， 五十嵐良和， 伊東宗治，
小林英人， 水越鉄理， ス コ ポ ラ ミ ン の前庭機能

に 対す る 影響 に つ い て . 第35回 日 耳鼻 中 部地方連
合会， 1987， 7 ， 福井.

35) 五 十 嵐 良和 ， 麻生 伸 ， 上 田 晋介， 水越鉄理
: キ シ ロ カ イ ン の踊電図 に対す る 影響. 第35回 日

耳鼻中 部地方連合会， 1 987， 7 ， 福井.

36) 大村明彦， 安 田健二， 伊東宗治， 五十嵐良和，
渡辺行雄， 大橋直樹， 小林英人， 将積 日 出夫， 水
越鉄理 : 頭頚部外傷性 め ま い の現状 と 問題点. 第
49 回 耳鼻咽喉科臨床学会， 1987， 7 ， 東京.

37) 安 田 健二， 小林英人， 水越鉄理 : 突発性難聴
を 初 発 症 状 と し た Relapsing Polychondritis の 症
例 . 第49回 耳鼻咽喉科臨床学会， 1987， 7 ， 東京.

38) 水越鉄理 : 内 科医が知 っ て お き た い 耳鼻咽喉

科領域の疾患. 昭和62年度富 山 県 内科医会総会，
1987， 7 ， 富 山 .

39) 吉 田 行 夫， 大井秀哉， 大橋直樹， 水越鉄理 :
聴器悪性腫傷の 1 例. 第 6 回北陸頭頚部腫蕩懇話
会， 1987， 8 ， 金沢.
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40) 五 十 嵐 良 和 ， 浅井正嗣， 大橋直樹， 水越鉄理
: 悪性 リ ン パ腫併発肺炎 に サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ル ス

high titer Y -Globulin が著効 を 示 し た ー症例. 第
6 回北陸頭頚部腫蕩懇話会， 1987， 8 ， 金沢.

41 )  大橋直樹， 浅井正嗣， 中 川 肇， 渡辺行雄，
水 越 鉄 理 : 視覚 biofeedback に よ る 重 心 動 揺 検
査. 日 耳鼻北陸地方部会連合会第247 回例会， 1987，
9 ， 金沢.

42) 大橋直樹 : ユ ス リ カ ア レ ル ギー ， 鼻 ア レ ル ギー

に つ い て . 第41 回北陸医学会総会 シ ン ポ ジ ウ ム ，
1987， 9 ， 富 山 .

43) 水越鉄理 : メ ニ エ ー ル 病 の 疫学 と 臨床 . 香川
県 め ま い研究会， 1987， 9 ， 高松.

44) 麻生 伸 ， 水越鉄理， 渡辺行雄， 吉 田 行夫，
大井秀哉， 武 田 精一 : グ リ セ ロ ー ル ・ テ ス ト の判
定 と 静注お よ び経 口 投与 の相違点 に つ い て . 第32
回 日 本 オ ー ジ オ ロ ジ ー 学会， 1987， 10， 大阪.

45) 大井秀哉， 長 崎孝敏， 上 田 晋介， 麻生 伸 ，
水越鉄理 : 血流改善剤 の 内 耳 に 及ぼす影響 に つ い
て . 第32 回 日 本 オ ー ジ オ ロ ジ ー 学会， 1987， 10， 
大阪.

46) 上 田 晋介， 麻生 伸， 五 十 嵐 良和 ， 水越鉄理
: キ シ ロ カ イ ン に よ る 耳鳴治療. 第32 日 本 オ ー ジ

オ ロ ジ ー 学会， 1987， 10， 大阪.
47)  五十嵐良和， 麻生 伸， 大井秀哉， 上 田 晋介，

渡辺行雄， 水越鉄理 : キ シ ロ カ イ ン の蛸電図 に対
す る 影響. 第32回 日 本 オ ー ジ オ ロ ジ ー 学会， 1987， 
10， 大阪.

48) 武 田 精 一 ， 麻生 伸， 渡辺行雄， 水越鉄理 :
聴性誘発反応へのマ イ コ ン 処理導入 の 問題点. 第
32回 日 本 オ ー ジ オ ロ ジ ー 学会， 1987， 10， 大阪.

49)  水越鉄理， 渡辺行雄， 小林英 人， 中 野雄一，
小出千秋， 猪股茂樹， 斉藤 恒 : 新潟県水俣病の
神経耳科学的追跡調査研究. 第46回 日 本平衡神経
科学会， 1987， 1 1 ， 神戸.

50)  渡辺行雄， 大橋直樹， 小林英人， 将積 日 出夫，
木下朱美， 水越鉄理 : カ ロ リ ッ ク テ ス ト の コ ン
ピ ュ ー タ 分析. 第46 回 日 本平衡神経科学会， 1978， 
1 1 ， 神戸.

51 )  大橋直樹， 渡辺行雄， 水越鉄理 : 滑動性眼運
動 の 経 時 的 観察. 第46 回 日 本平衡神経科学会，
1987， 1 1 ， 神戸.

52)  小林英人， 伊東宗治， 将積 日 出夫， 大橋直樹，
渡辺行雄， 水越鉄理 : 振子様刺激に よ る 視運動性
眼振 一 病 的症例 の検討一 . 第46回 日 本平衡神経科
学会， 1987， 1 1 ， 神戸.

53)  中川 肇， 水越鉄理， 渡辺行雄， 大橋直樹，

浅井正嗣 : 高齢者 の め ま い ， 平衡障害 (第 5 報) ， 

脳血管障害の検討. 第46回 日 本平衡神経科学会，
1987， 1 1 ， 神戸.

54)  浅井正嗣， 大橋直樹， 小林英人， 渡辺行雄，
水越鉄理 : め ま い症例 の重心動揺検査及 び振子様
回 転検査 に よ る 経過観察. 第46回 日 本平衡神経科

学会， 1987， 1 1 ， 神戸.
55) 将積 日 出 夫， 大橋直樹， 戸 田 佐都紀， 渡辺行雄，

水越鉄理， 谷島一嘉， 関 口 千春 : Scopoderm TTS 
の前庭機能 に対す る 影響 に つ い て . 第46回 日 本平
衡神経科学会， 1987， 1 1 ， 神戸.

56)  今村純一 ， 渡辺行雄， 大橋直樹， 水越鉄理 :

ミ ニ コ ン ・ パ ソ コ ン に よ る 平衡 機 能 検査 デー タ

ベ ー ス ・ シ ス テ ム . 第46回 日 本平衡神経科学会，
1987， 1 1 ， 神戸.

57)  大村明彦， 渡辺行雄， 将積 日 出夫 ， 伊東宗治，
水越鉄理 : 視運動性眼振の視刺激線条 と 眼振 と の
対比. 第46 回 日 本平衡神経科学会， 1 987， 1 1 ， 神
戸 .

58) 伊東宗治， 将積 日 出夫， 小林英人 ， 渡辺行雄，
水越鉄理 : 振子様回転検査 に よ る フ ロ セ ミ ド テ ス
ト . 第46回 日 本平衡神経科学会， 1 987， 1 1 ， 神戸.

59)  神 田 憲 一 ， 水越鉄理， 佐 藤 悠， 川 崎 匡 :
ネ コ 小脳片葉 の middle zone よ り 解発 さ れ る 水平

性眼球運動の 中枢神経機構. 第46回 日 本平衡神経
科学会， 1987 1 1 ， 神戸.

60)  安 田 健二， 渡辺行雄， 水越鉄理 : 小脳橋 角 部
腫 傷 に お け る Galvanic Body Sway Test (GBST) 

の診断的意義. 第46回 日 本平衡神経科学会， 1987， 
1 1 ， 神戸 .

61 )  戸 田佐都紀， 大村明彦， 大橋直樹， 渡辺行雄，
水越鉄理 : 中 枢性肱量症例 で の SPECT の試み.

第46回 日 本平衡神経科学会， 1987， 1 1 ， 神戸.
62)  木下朱美， 水越鉄理， 渡辺行雄， 大橋直樹，

小林英人， 今村純一 ， 武 田 精 一 : フ ー リ エ解析 を
応 用 し た 電 気 性 身 体 動 揺 検 査 (Galvanic Body 
Sway Test : GBST) の 定 量 的 判 定. 第46 回 日 本平
衡神経科学会， 1987， 1 1 ， 神戸.

63)  石黒千代子， 宮森加甫子， 大橋光伸 ， 将積 日
出夫， 水越鉄理， 渡辺行雄， 今村純一 : 平衡機能
検査に よ る 微細脳機能障害児及 び 自 閉症児の訓練
効果評価 の 試 み. 第46 回 日 本平衡神経科学会，
1987， 1 1 ， 神戸.

64)  小林英 人 ， 伊東宗治， 水越鉄理 : 最 近 の 急性
中 耳炎耳漏検出 菌 に 関 す る I 知見. 第15 回 日 本臨
床耳科学会， 1987， 1 1 ， 宮崎.

65) 吉 田 行夫， 伊東宗治， 渡辺行雄， 水越鉄理 :
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of electronystagmograph and body sway test. Gen­
tofte Hospital， University of Copenhagen， 1987， 3 ，  
Denmark 

3) Watanabe Y. : Computer analysis in routine 
equilibrium examinations. Clinique Universitaire­
d'O.R.L. Hospital Saint Andre， 1987， 4 ，  France. 

4) Watanabe Y. : Computer system to analyze and 
stimulating control in routine equilibrium ex­
aminations. Univ. of London British Postgraduate 
Medical Federation， 1987， 4 ，  England. 

5) Watanabe Y. : Computer analysis of galvanic 
body sway responces. UCLA School of Med， 1987， 
7 ，  U.S.A. . 
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⑮ 著 書
1 )  Nakada T.， Kazama T. ，  Koike H. ，  Yoshihawa M.， 

Ishikawa S. and Katayama T. : Primary aldosteron­
ism by Trilostane (3 ß -hydroxysteroid dehydrog­
wenase inhibitor) . In The Year of Urology， by Gil­
lenwater J.G. et al. (ed.) ， 76-77， Year Book Medic­
al Publishers， Inc. ，  Chicago， London， 1987 

2) 片 山 喬 : 前 立 腺 癌 治 療 の overview. r泌尿器

が ん 化 学 療 法 の 進 歩 と 問 題 点」 吉 田 修 他 編，
177- 184.  1987 . 

3) 中 田瑛浩 : 包茎， 最頓包茎 r今月 の 治療指針」
石 山 俊次他編， 458-459， 医学書院， 1987 . 

φ 原 著
1 )  Nakada T.， Koike H. ， Akiya T.， Katayama T. :  Low 

level of superoxide dismutate activity in pheochro-

急性中 耳 炎 に 続発 し た 内耳炎症例 . 第1 5 回 日 本臨
床耳科学会， 1987， 1 1 ， 宮崎.

66) 伊東宗治， 小林英人， 麻生 伸 ， 将積 日 出夫，
渡辺行雄， 水越鉄理 : 迷路梅毒症例 の神経耳科学
的検討. 第15回 日 本臨床耳科学会， 1987， 1 1 ， 宮
崎.

67) 浅井正嗣， 麻生 伸 ， 今村純一， 渡辺行雄，
水越鉄理 : 両側性顔面神経麻埠 の 1 例. 第 9 回 日
耳鼻富 山 県地方部会， 1987， 1 1 ， 富 山 .

68) 大 井秀哉， 上 田 晋 介， 麻生 伸， 渡辺行雄，
水越鉄理 : 小脳橋 角 部腫蕩の ABR. 第 9 回 日 耳
鼻富 山 県地方部会， 1 987， 1 1富 山 .

69) 稲葉博司， 大橋直樹， 水越鉄理 : 左耳 下 腺 に
原発 し た悪性 リ ン パ腫の 1 例. 第 9 回 日 耳鼻富山
県地方部会， 1 987， 1 1 ， 富 山 .

70) 今村純一， 渡辺行雄， 木下朱美， 水越鉄理 : フ ー
リ エ 解 析 に よ る GBST の 分析. 第 9 回 日 耳 鼻 富
山 県地方部会， 1987， 1 1 ， 富 山 .
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